
全体総括

287.43

　①経常収支比率、⑤料金回収率は、休業要請等
による営業自粛などの新型コロナウイルス感染症
の影響を大きく受けた令和２年度から一定の回復
傾向がみられたものの、新型コロナウイルス感染
症拡大以前の水準までは回復はしていない。
　また、⑥給水原価は類似団体との比較では、低
い数値となっているが、給水収益が減少傾向にあ
ることや、今後、更新投資の増加により減価償却
費の増が見込まれることから、経営改革に努める
必要がある。
　④企業債残高対給水収益比率は他の財源を活用
し、企業債の借り入れを行わなかったことにより
値が減少している。
　⑦施設利用率は新型コロナウイルス感染症の影
響を大きく受けた令和２年度から給水量が一定回
復したため、値が増加した。類似団体との比較で
高い値となっているが、将来の給水人口の減少を
踏まえ、計画的な更新に加え、ダウンサイジング
等を進めることにより、値の向上を図っていく。
　②累積欠損金比率は0％であり、③流動比率も
200％を超えていることから、資金面においても、
支払能力があり、現状は健全な企業経営が行えて
いると考える。

2. 老朽化の状況について

　類似団体との比較では、①有形固定資産減価償
却率、②管路経年化率は高くなっている。これは
施設の延命化・長寿命化を図り、投資の抑制を
行ってきたためである。
　③管路更新率について、配水管の更新ペース
アップの取り組みの結果、上昇傾向にある。配水
管の更新を着実に進めていく。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

給水収益の減少や経年化施設の大量更新など厳し
い状況が見込まれるが、維持管理費の削減など、
可能な限りの経営改善等を進めるとともに、更新
投資の平準化に努めることで、経営基盤の強化を
図り、効率的な事業運営に努める。

5,241.98 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 87.46 99.85 2,563 1,506,702

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

1,517,627 557.03 2,724.50 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 政令市等 自治体職員

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値 104.51 102.11 101.72 98.87 102.55

平均値 103.04 103.28 102.26 98.26 100.40

150.00
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H29 H30 R01 R02 R03
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H29 H30 R01 R02 R03
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H29 H30 R01 R02 R03
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平均値 93.82 93.74 93.64 93.68 94.13

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】



1 / 1

0.77 0.24平均値 44.05 51.87 52.33 52.35 53.69平均値 55.25 57.11 57.57 57.63 58.13

全体総括

　水需要の合理化や経年化施設の更新を見据えつ
つ、引き続き、持続的・効率的な安定給水と経営
基盤の強化に努めていく。

R01 R02 R03

当該値 3.66 0.23

平均値 1.30 0.28

H29

3.28

0.22

H30R03

0.40 0.09当該値 33.39 33.13 35.06 33.51 32.96当該値 51.92 52.08 51.96 47.69 46.35

H30 R01 R02H29 H30 R01 R02 R03 H29

2. 老朽化の状況

平均値 62.59 61.76 62.75 61.99 62.26平均値 40.67 40.89 41.59 40.29 40.41平均値 25.98 26.84 26.08 26.92 27.33平均値 105.71 105.06 106.98 103.06 100.74

当該値当該値 32.27 31.84 30.43 31.17 38.48 83.46 85.11 85.45 85.45当該値 45.12 44.46 45.94 43.84 41.63

H29H30 R01 R02 R03 H29

83.14

2. 老朽化の状況について

　類似団体との比較では、①有形固定資産減価償
却率、②管路経年化率は低くなっている。これ
は、計画的な更新に努めてきたことから法定耐用
年数を上回る資産が少ないためである。引き続
き、計画的な更新に努めていく。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03

当該値 131.45 133.59 139.27 136.60 110.34

H30 R01 R02 R03

平均値 208.47 193.85 204.31 214.20 242.32平均値 687.99 655.75 578.19 638.35 521.36平均値 53.30 50.25 51.91 53.86 75.17平均値 117.28 116.96 117.47 115.38 113.53

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00112.77

H30 R01

263.07 244.29 274.77 279.68 316.14当該値 289.97 327.13 193.70 234.73 120.33

H30 R01 R02 R03 H29H30 R01 R02 R03 H29R02 R03 H29

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　④企業債残高対給水収益比率は、令和元年度以
降更新投資の増加に対応するため企業債を発行し
ており値が上昇している。
　⑤料金回収率は100％を超えており、類似団体の
平均値と比較しても高い値となっている。
　①経常収支比率は減価償却費等の費用の増加に
より減少しているものの、健全経営の水準とされ
る100％を上回っている。
　③流動比率は更新投資に伴う費用の増加により
減少しているものの、健全経営の水準とされる
100％を上回っている。
 ⑥給水原価は減価償却費等の費用の増加により値
が上昇している。
　②累積欠損金比率は0％となっており,⑦施設利
用率、⑧契約率ともに類似団体の平均値を上回っ
ていることから、事業運営は安定していると考え
ている。引き続き、経営基盤の強化に努める。

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 132.85 134.98 140.00 137.25

類似団体平均値（平均値）

- 68.3 73 90,576 自治体職員 【】 令和3年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 106,000 中規模 1 44,124 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

経営比較分析表／団体全体（令和3年度決算）
兵庫県　神戸市

【事業概要】
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483.40 当該値

18.1 14.2 15.4

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

315.87 341.69 332.35 平均値 18.4 18.3559.71 559.68 560.93 平均値 278.25 292.81平均値 527.42 575.61 570.35 454.43 502.36 平均値 522.02 549.91

626.83 612.66 607.88 598.08

H29 H30

625.60 当該値 227.66 209.51 209.78 202.25

H30 R01 R02H29 H30 R01 R02 R03 R01 R02 R03R03

13.7199.40 当該値 18.4 17.9 17.5 13.5

2. 経営の効率性

全体総括

　令和２年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
外出自粛・テレワークの普及、定着により乗車料収入及び乗車人
員ともに減少した。経常収支が赤字で推移していること及び流動
比率が100%を切っていること、企業債残高収入比率が100%をこえ
ていることから厳しい経営状況にある。
　今後についても、新型コロナウイルス感染症の動向が不透明で
あることから乗車人員・乗車料収入ともに厳しい状況が続くと想
定している。それに加えて、車両・設備更新に伴う建設改良債お
よび新型コロナウイルス感染症拡大による資金不足悪化額の補填
を目的として発行した特別減収対策企業債の償還が始まることで
さらに厳しい経営状況になると見込んでいる。
　そのため、抜本的な収支構造の改善を図るため平成30年度より
給与体系の見直しを行ったことに加えて、新たに策定した経営計
画2025に定めたあらゆる経営改善策を着実に実施することで人件
費の抑制や経費の削減を行うなど経営改善に取り組んでまいりた
い。

H29 H30 R01 R02 R03

　①走行キロ当たりの収入についても令和２年度比
20.15円増加したが、新型コロナウイルス感染症拡大
による乗車料収入の大幅な減少により、低いレベルと
なっている。
　②走行キロ当たりの運送原価は、燃料費の高騰、委
託費用の増額もあり、令和２年度比27.52円増加し
た。
　③走行キロ当たりの人件費については、営業所管理
委託を進めていることにより、民間事業者平均値より
低くなっている。
　④乗車効率は、令和２年度同様新型コロナウイルス
感染症拡大に伴う外出自粛の影響で乗車人員が減少し
た一方で、一部減便はしたものの乗車定員や走行キロ
が減少していないことから低いレベルで推移してい
る。

H30 R01 R02 R03 H29 H30

当該値 590.51 579.62 566.80 463.25

H29

75.4

■平均値⑤ 14.5 14.7 14.2 23.4 23.9

56.9 平均値 77.8 77.4 74.9 74.510.3 平均値 21.9 23.3 29.58.0 7.5 9.6

■平均値⑥ 180.1 182.9 190.5 244.7 231.7

86.25.9 8.1 8.7 13.6 15.2 当該値 79.8

■当該値⑥ 158.9 158.3 160.5 206.4

27.5 25.9 31.9 88.9 100.5 当該値3.7 5.1 5.4 6.6 7.2 当該値

53.2210.8 平均値 8.0

■当該値⑤ 88.6

R01 R02 R03 H29 H30H29

79.589.1

2. 経営の効率性について

156.7 155.3 154.2 126.8 108.4 平均値

R01 R02 R03R03 H29 H30R01 R02

0.0 18.2 39.565.9 当該値 0.0 0.0

62.9 34.8 35.1 58.4 66.5

51.2 71.493.7 77.4 77.9 当該値 44.9 43.0

94.0 93.2 89.9 71.4 76.9 平均値

R03

平均値 103.3 102.4 98.5 83.7 89.7 平均値

R03 H29 H30 R01 R02R03 H29 H30 R01 R02H29 H30 R01 R02

※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

　令和３年度は、引き続き乗車料収入および乗車人員とも
に新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛・テレ
ワーク等の影響を大きく受けて大幅に減少したことを前提
として、経営の健全については下記のとおりと考えてい
る。
【事業の状況】
　①経常収支比率②営業収支比率④累積欠損金比率につい
てはいずれも目標値を下回って着地したが、これは、上記
のとおり、新型コロナウイルス感染症拡大による影響で乗
車料収入が大幅に減少したことが要因であり、今後につい
ても一定の回復が見込まれるが、コロナ以前のレベルまで
は回復しないと予想され、この状況が継続されると考えて
いる。
　③流動比率についても目標値を下回っており、短期的な
債務の支払い能力が低いと考える。
【独立採算の状況】
　⑤利用者１回あたり他会計負担金⑥利用者１回あたり運
行経費ともに令和２年度同様、新型コロナウイルス感染症
拡大による影響で乗車人員が減少していることが要因と
なっている。
　⑦他会計負担比率は令和２年度比で増加しているが、公
営企業平均値と比較して７～８割程度の水準であることか
ら比較的独立採算性は高いものと考えている。
【資産および負債の状況】
　⑧企業債残高料金収入比率は、令和２年度比22％増加し
ている。これは令和２年度同様、新型コロナウイルス感染
症拡大に伴った資金不足悪化額を補填対象とした特別減収
対策企業債を引き続き発行したことによるものであり、今
後償還が進むにつれて下がっていくが引き続き高い水準が
継続されると見込んでいる。
　今後についても新型コロナウイルス感染症の動向が不透
明であることから乗車人員・乗車料収入ともに引き続き厳
しく状況が続くと考えている。あわせて、市バス車両更新
による建設改良債や特別減収対策企業債の償還が見込まれ
ていることから、経営計画2025に基づいてあらゆる経営改
善を行っていく必要がある。

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 98.1 99.7 98.5 83.7 84.4 当該値 94.9 95.4

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

394 44.5 有 有

690,585

19.6 378.0 17,349 517

50,695 51,633

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 401,363 538,905 575,866

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 68,168 66,879 65,951

785,940

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 H29 H30 R01 R02 R03
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　①、②、③については、類似団体平均よりも上
回っている。これは、昭和40年代後半に集中的に
整備した管きょ、処理場、ポンプ場の老朽化が進
んでおり、法定耐用年数を超える施設が今後も増
加していく。そのため、事業費の平準化を図りな
がら、計画的に改築更新を実施していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　「１．経営の健全性・効率性」では、⑤が類似
団体と比較すると低い状況にある。「２．老朽化
の状況」では、類似団体と比較すると老朽化が進
んでいる状況にある。今後、人口減少による有収
水量の減少等により、下水道使用料の減収が見込
まれる一方で、老朽化した施設の改築更新費用が
増加する見込みであるため、令和２年４月に使用
料改定を行った。しかし、新型コロナウイルス感
染症に伴う使用料収入の減少が発生し、使用料改
定時の見込と比べて経営指標の改善が限定的で
あったため、今後の使用料の回復の状況を注視し
ていく必要がある。
　引き続き維持管理の効率化等を進めると同時
に、さらなる改築更新の平準化を図ることで、健
全かつ効率的な経営を実施していく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

1,476,099 170.75 8,644.80 【】 令和3年度全国平均

処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①は、類似団体平均をやや下回っているが、
100％は超えている。施設の老朽化が進む中、今後
更なる改築更新が必要であることから、引き続き
経営の効率化を進めていく。
　②は、平成26年度の会計制度の見直し以降、黒
字決算となったため、累積欠損金が0となってい
る。
　③は現預金を十分に確保しており、類似団体平
均よりも高く十分な支払能力がある状態である。
　④は、これまで企業債残高の削減に取り組んで
きたが、平成29年度以降は、施設の老朽化による
改築更新事業の増加に伴い、類似団体平均を上
回っている。
　⑤は、使用料改定を行った令和２年度より増加
に転じ、令和３年度には100％を上回り、回収すべ
き経費を使用料で十分に賄えている状態にある。
しかし、今後の新型コロナウイルス感染症の動向
によっては使用料収入が減収となる可能性がある
ため、引き続き状況を注視していく必要がある。
　⑥は、これまでの維持管理の効率化により、類
似団体平均よりも下回っている。今後も維持管理
の効率化を行っていく。
　⑦は類似団体平均よりも高く、概ね適切な施設
規模と考えられる。
　⑧水洗化を助成する制度を令和元年度まで設け
ていたこと等により、概ね100％に近い数値となっ
ている。

資金不足比率(％)

- 75.14 97.71 95.81 1,760

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

1,517,627

処理区域内人口(人)

557.03 2,724.50 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 政令市等 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【107.02】 【3.09】 【71.39】 【669.12】

【95.72】【59.99】【134.98】【99.73】

【38.17】 【6.54】 【0.24】



経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

557.03 2,724.50 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

1,517,627

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　特定環境保全公共下水道は、市街化調整区域の
一部において公共下水道の整備を行ったものであ
り、処理区域内人口が約15,000人であり、使用料
収入が少なくなっている。そのため、①や④につ
いては、費用や企業債残高に対する収益が少な
い。
　②について、令和元年度より累積欠損金が発生
しているが、これは阪神淡路大震災後、平成８～
10年の3年にわたり緊急避難的にカットされた一般
会計補助金153億円を、特別利益として平成30年度
までに順次返還を受けていたが、令和元年度から
返還分がなくなったことに伴い令和元年度以降の
決算が赤字となったことで発生したものである。
　特定環境保全公共下水道については、公共下水
道と一体的に経営しており、公共下水道と特定環
境保全公共下水道の全体収支は黒字である。

資金不足比率(％)

- 51.64 1.02 100.00 1,760

自己資本構成比率(％)

15,373 1.39 11,059.71 【】 令和3年度全国平均

　①については、類似団体より数値が高く、施設
の老朽化が進んでいるため、今後の改築更新に備
える必要がある。
　法定耐用年数を経過した管渠はまだ存在しない
ため、②や③の指標は０となっている。

2. 老朽化の状況

全体総括

　公共下水道を含めた下水道事業全体として、今
後、下水道使用料収入が減少傾向にある一方で、
老朽化した施設の改築更新費用が増加する見込み
であるため、令和２年４月に使用料改定を行っ
た。しかし、新型コロナウイルス感染症に伴う使
用料収入の減少が発生し、使用料改定時の見込と
比べて経営指標の改善が限定的であったため、今
後の使用料の回復の状況を注視していく必要があ
る。
　引き続き維持管理の効率化等を進めると同時
に、さらなる改築更新の平準化を図ることで、健
全かつ効率的な経営を実施していく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.35】 【63.89】 【44.07】 【1,201.79】

【85.24】【42.57】【216.39】【75.31】

【25.87】 【0.01】 【0.15】



108.2 117.1 145.2 219.9    平均値 135.3

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　都心部の駐車場であり、市営駐車場事業全体に
与える影響は大きい。令和元年度から新たな取組
みとしてカーシェアリング事業を開始した。都心
三宮再整備に伴う周辺土地利用環境の変化も踏ま
え、引き続き指定管理者と連携しながら、収益の
増加及び安定化を目指していく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

983,481

H29 H30 R01 R02

当該値  

平均値 17,384 16,973 5,206 2,220 3,097平均値 6.5 △0.1 △9.8 △25.9 △24.6平均値 44 45 45 67 56

△31.4 △59.5 △49.0当該値 100 101 105 120 115 当該値 32.1

R02 R03 H29 H30 R01

△79,755 △152,929 △102,896 △134,177△78.1 当該値 87,119

R03R01

　⑧設備投資見込額について、駐車場の規模が大
きいこと、供用開始から50年以上経過しているこ
とから昨年度より増加している。引き続き必要な
設備更新に対する投資を計画的に実施していく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は、平成27年度よ
り0となっている。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、新型コロナウイルス感染症
拡大の影響が続いているが、前年度よりも増加し
ている。H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 164.4 161.5 156.5 131.0 136.8平均値 5.2 3.8 4.1 6.6 5.5

R02

平均値 132.1 150.3 136.1 127.8 146.5

6.9 8.8 8.1当該値 137.6 86.3 71.9

R02 R03 H29 H30 R01

147.2 123.6 135.2 2. 資産等の状況について当該値 153.7 153.977.5 71.6 当該値 13.7 8.4

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、前年度より微減し
ており、4年連続で100％を下回っている。
　④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、前年度
より減少しており、類似施設の平均値を大きく下
回っている。
　②他会計補助金比率については、駐車場担当職
員の人件費を一般会計から支出している。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 54 525 400

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01

当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設 無 25,110 ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　三宮駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

①収益的収支比率(％)
【236.1】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【99.8】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)
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2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

②他会計補助金比率(％)
【5.2】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【3,111】
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20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

⑪稼働率(％)
【178.5】

△100.0

△80.0

△60.0

△40.0

△20.0

0.0

20.0

40.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【0.8】

△200,000

△150,000

△100,000

△50,000

0

50,000

100,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【10,906】

該当数値なし 該当数値なし



経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　三宮第２駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設 無 19,348 ■

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、前年度から増加
し、類似施設の平均も上回っている。
　④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、前年度
から増加しており、類似施設の平均値を大きく上
回っている。
　健全な経営状態といえる。市街地中心部に立地
し、平日のビジネス利用や休日の観光等の需要が
安定的に見込まれることが要因であると考えられ
る。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 48 519 400

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

147.3 123.5 133.7 2. 資産等の状況について当該値 153.8 153.8152.8 177.8 当該値 0.0 0.0

平均値 132.1 150.3 136.1 127.8 146.5

0.0 0.0 0.0当該値 328.5 247.6 114.9

R01

　⑧設備投資見込額について、駐車場の規模が大
きいこと、供用開始から50年以上経過しているこ
とから昨年度より増加している。引き続き必要な
設備更新に対する投資を計画的に実施していく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は、平成29年度よ
り0となっている。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、経年比較においてほぼ横ば
いであり、令和3年度は新型コロナウイルス感染症
拡大の影響が続いているが前年度より微増してい
る。周辺施設への営業活動等、指定管理者と連携
しながら利用台数の増加を図っていく。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 164.4 161.5 156.5 131.0 136.8平均値 5.2 3.8 4.1 6.6 5.5

R02R02 R03 H29 H30 R01

129,766 28,136 59,537 87,96943.7 当該値 148,555

R03

平均値 44 45 45 67 56

59.6 13.0 34.5当該値 0 0 0 0 0 当該値 69.6

平均値 17,384 16,973 5,206 2,220 3,097平均値 6.5 △0.1 △9.8 △25.9 △24.6

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　経営状況は安定しているため、都心三宮再整備
に伴う周辺土地利用環境の変化も踏まえ、引き続
き指定管理者と連携しながら、収益の増加及び安
定化を目指していく。0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

649,830

H29 H30 R01 R02

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

108.2 117.1 145.2 219.9    平均値 135.3
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①収益的収支比率(％)
【236.1】
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②他会計補助金比率(％)
【5.2】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【3,111】
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⑪稼働率(％)
【178.5】
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【0.8】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【10,906】

該当数値なし 該当数値なし



178.3 163.7 88.0 77.3    平均値 224.0

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 20.4 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　稼働率はそれほど高くないが、黒字であること
等から、健全な経営状態だといえる。また、令和
元年度から新たな取組みとしてカーシェアリング
事業を開始した。引き続き指定管理者と連携しな
がら、収益の増加及び安定化を目指していく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

155,602

H29 H30 R01 R02

当該値  

平均値 33,330 18,961 16,100 4,836 37,213平均値 12.6 8.9 2.2 △81.0 △25.1平均値 123 103 54 654 2,466

34.0 60.1 49.0当該値 0 0 0 0 0 当該値 47.5

R02 R03 H29 H30 R01

32,264 54,143 35,362 56,19250.6 当該値 44,454

R03R01

　⑧設備投資見込額について、計画的な設備修繕
のため昨年度より減少しているが、引き続き必要
な設備更新に対する投資を計画的に実施してい
く。
　⑩企業債残高対料金収入比率は、平成30年度よ
り0となっている。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、令和3年度は新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響が続いているが、前年度よ
り微増している。また、毎年度類似施設の平均値
を下回っている。理由としては、通勤目的の利用
が高いなど１台あたりの駐車時間が長いことが考
えられる。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 186.8 184.2 184.2 153.8 163.5平均値 15.8 11.2 6.5 10.1 8.6

R02

平均値 121.3 123.6 121.8 111.3 158.8

0.0 0.0 0.0当該値 116.9 115.8 250.7

R02 R03 H29 H30 R01

134.5 106.6 114.3 2. 資産等の状況について当該値 141.5 141.1196.0 250.0 当該値 0.0 0.0

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、前年度より大きく
増加しており、5年連続で100%を上回る黒字であ
る。
　④売上高GOP、⑤EBITDAについても、前年度より
増加しており、類似施設の平均値を大きく上回っ
ている。
　市街地中心部に立地しており、安定的な使用料
収入を確保できることが要因であると考えられ、
健全な経営状態といえる。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 - 53 258 400

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01

当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅 無 8,977 ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　花隈駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例

0.0
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100.0
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200.0

250.0

300.0

①収益的収支比率(％)
【236.1】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【99.8】
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⑨累積欠損金比率(％)
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⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【5.2】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【3,111】
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⑪稼働率(％)
【178.5】
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△40.0
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【0.8】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【10,906】

該当数値なし 該当数値なし



178.3 163.7 88.0 77.3    平均値 224.0

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　経営状態は健全であるものの、周辺施設の経営
状況など外的要因に依存する面がある。令和元年
度から新たな取組みとしてカーシェアリング事業
を開始した。引き続き指定管理者と連携しなが
ら、安定的な収入確保のための営業活動など、収
益の増加及び安定化を目指していく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

196,101

H29 H30 R01 R02

当該値  

平均値 33,330 18,961 16,100 4,836 37,213平均値 12.6 8.9 2.2 △81.0 △25.1平均値 123 103 54 654 2,466

39.0 50.8 29.3当該値 0 0 0 0 0 当該値 54.3

R02 R03 H29 H30 R01

34,435 43,821 18,581 15,46823.5 当該値 48,842

R03R01

　⑧設備投資見込額について、平均的であり、引
き続き必要な設備更新に対する投資を計画的に実
施していく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は、平成28年度よ
り0となっている。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、令和3年度は新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響が続いているが、前年度か
ら微増している。しかし、類似施設の平均値を下
回っている。今後、付近の駐車場需要を勘案しな
がら、利用率向上策を検討していく。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 186.8 184.2 184.2 153.8 163.5平均値 15.8 11.2 6.5 10.1 8.6

R02

平均値 121.3 123.6 121.8 111.3 158.8

0.0 0.0 0.0当該値 218.6 163.9 204.0

R02 R03 H29 H30 R01

104.7 79.3 86.5 2. 資産等の状況について当該値 111.0 108.3143.9 131.7 当該値 0.0 0.0

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、前年度より微減し
ており、類似施設の平均値を下回っているが、
100%を上回る黒字である。また、直近3年間は類似
施設の平均値を大きく上回っている。
　④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、前年度
より減少している。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 51 282 400

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01

当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅 無 11,469 ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　湊川駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

①収益的収支比率(％)
【236.1】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【99.8】
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⑨累積欠損金比率(％)

0.0
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⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

②他会計補助金比率(％)
【5.2】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【3,111】
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⑪稼働率(％)
【178.5】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【0.8】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【10,906】

該当数値なし 該当数値なし



経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　新長田駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅 無 9,414 ■

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、前年度より微増し
ているが、100%を下回る赤字である。
　④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、昨年度
より微増しているが、類似施設の平均値を多きく
下回っている。
　周辺商業施設利用者の変化等が原因であると考
えられる。引続き、経営状況の改善に努めてい
く。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 47 220 200

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

122.7 104.1 109.5 2. 資産等の状況について当該値 135.5 128.661.2 65.2 当該値 0.0 0.0

平均値 121.3 123.6 121.8 111.3 158.8

0.0 0.0 0.0当該値 19.9 58.5 73.0

R01

　⑧設備投資見込額について、平均的であり、引
き続き必要な設備更新に対する投資を計画的に実
施していく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は、平成29年度よ
り0となっている。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、令和3年度は新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響が続いているが、前年度よ
り微増している。しかし、類似施設の平均値を下
回っている。供用開始時と比べ、近隣の民間駐車
場が増えたことが原因と考えられる。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 186.8 184.2 184.2 153.8 163.5平均値 15.8 11.2 6.5 10.1 8.6

R02R02 R03 H29 H30 R01

△28,646 △14,566 △20,843 △19,112△58.3 当該値 △39,010

R03

平均値 123 103 54 654 2,466

△74.1 △40.5 △66.9当該値 0 0 0 0 0 当該値 △89.5

平均値 33,330 18,961 16,100 4,836 37,213平均値 12.6 8.9 2.2 △81.0 △25.1

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　経営状況を改善し、老朽化に対する設備改修費
用や土木修繕費用を賄う必要がある。
引き続き指定管理者と連携しながら、収益の増加
及び安定化を目指していく。0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

162,832

H29 H30 R01 R02

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

178.3 163.7 88.0 77.3    平均値 224.0
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該当数値なし 該当数値なし



経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　長田北町駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設 無 5,661 ■

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、前年度から大幅に
増加しているが、類似施設の平均値を下回ってい
る。
　④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、前年度
から大幅に増加している。
　併設の長田区役所以外に集客施設が少なく、大
幅な需要増加は厳しい。コスト削減等で収益構造
の改善に努めていく。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 28 146 300

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

149.3 145.2 160.3 2. 資産等の状況について当該値 165.8 150.755.2 87.9 当該値 0.0 0.0

平均値 132.1 150.3 136.1 127.8 146.5

0.0 0.0 0.0当該値 100.9 68.5 79.6

R01

　⑧設備投資見込額について、供用開始が平成5年
と比較的新しく、他駐車場と比べると少ない。引
き続き必要な設備更新に対する投資を計画的に実
施していく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は0である。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率については、併設の長田区役所利用者
が多い為、新型コロナウイルス感染症拡大の影響
が続いているが前年度より増加している。類似施
設の平均値も上回っている。
　需要増加は厳しい状況だが、稼働率の向上に努
めていく。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 164.4 161.5 156.5 131.0 136.8平均値 5.2 3.8 4.1 6.6 5.5

R02R02 R03 H29 H30 R01

△10,745 △5,957 △19,673 △4,295△13.8 当該値 225

R03

平均値 44 45 45 67 56

△47.7 △27.3 △81.1当該値 0 0 0 0 0 当該値 0.9

平均値 17,384 16,973 5,206 2,220 3,097平均値 6.5 △0.1 △9.8 △25.9 △24.6

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　長田区役所への来庁等の短時間利用者が多く、
収益増への寄与度が低いと考えられる。
引き続き指定管理者と連携しながら、収益の増加
及び安定化を目指していく。0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

96,421

H29 H30 R01 R02

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

108.2 117.1 145.2 219.9    平均値 135.3
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該当数値なし 該当数値なし



経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　鈴蘭台駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設 無 3,939 ■

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、100%を超えており
黒字である。
　④売上高GOPについては前年度より微増している
が、⑤EBITDAについては前年度より大幅に減少し
ている。双方ともに類似施設の平均値を大きく下
回っている。
　令和3年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影
響が続き、近隣の区民ホール利用者が減少した事
に伴い、駐車場需要が減少した事が原因と考えら
れる。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 27 91 250

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

141.8 89.0 122.0 2. 資産等の状況について当該値 233.0 195.6103.7 100.1 当該値 0.0 0.0

平均値 132.1 150.3 136.1 127.8 146.5

0.0 0.0 0.0当該値 128.0 102.1 107.5

R01

　⑧設備投資見込額については、供用開始が平成6
年と比較的新しく、他駐車場と比べると少ない。
引き続き必要な設備更新に対する投資を計画的に
実施していく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は0である。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、令和3年度は新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響が続いているが、前年度よ
り増加している。H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 164.4 161.5 156.5 131.0 136.8平均値 5.2 3.8 4.1 6.6 5.5

R02R02 R03 H29 H30 R01

1,257 3,704 1,566 59△375.1 当該値 12,553

R03

平均値 44 45 45 67 56

△179.7 △223.0 △450.1当該値 0 0 0 0 0 当該値 △90.0

平均値 17,384 16,973 5,206 2,220 3,097平均値 6.5 △0.1 △9.8 △25.9 △24.6

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　北区役所の移転による需要減に伴い、今後経営
状況は悪化していくと思われる。令和元年度から
新たな取組みとしてカーシェアリング事業を開始
した。
　引き続き指定管理者と連携しながら、収益構造
の改善に取り組んでいく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

86,121

H29 H30 R01 R02

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

108.2 117.1 145.2 219.9    平均値 135.3
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該当数値なし 該当数値なし



経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　細田駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設 無 4,444 ■

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、前年度より微増し
ているが、100%を下回る赤字である。
②、③の他会計補助金について、平成28年度より0
となっている。
　④売上高GOP比率、⑤EBITDAについては、直近5
年間毎年類似施設の平均値を下回っている。
　合築されている図書館等の他、近隣の集客施設
が少なく大幅な需要増加は厳しいため、コスト削
減等により収益構造の改善に努めていく。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 26 93 200

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

76.3 68.8 71.0 2. 資産等の状況について当該値 68.8 71.085.4 86.8 当該値 0.0 0.0

平均値 132.1 150.3 136.1 127.8 146.5

0.0 0.0 0.0当該値 67.7 48.1 91.5

R01

　⑧設備投資見込額について、平均的であり、引
き続き必要な設備更新に対する投資を計画的に実
施していく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は、平成27年度よ
り0となっている。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、令和3年度は新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響が続いているが、前年度よ
り微増している。H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 164.4 161.5 156.5 131.0 136.8平均値 5.2 3.8 4.1 6.6 5.5

R02R02 R03 H29 H30 R01

△23,399 △1,627 △2,884 △2,635△43.7 当該値 △6,417

R03

平均値 44 45 45 67 56

△245.4 △30.9 △40.7当該値 0 0 0 0 0 当該値 △68.0

平均値 17,384 16,973 5,206 2,220 3,097平均値 6.5 △0.1 △9.8 △25.9 △24.6

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　引き続き指定管理者と連携しながら、周辺施設
利用者の駐車需要を取り込むことや、コスト削減
対策に取り組むことで、収益構造の改善に努めて
いく。0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

107,071

H29 H30 R01 R02

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

108.2 117.1 145.2 219.9    平均値 135.3
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【3,111】
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【10,906】

該当数値なし 該当数値なし



178.3 163.7 88.0 77.3    平均値 224.0

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　ＪＲ新長田駅及び市営地下鉄新長田駅と隣接し
ており、パークアンドライドの機能も備わってい
るものの、稼働率等が類似施設を下回っている。
　令和元年度から新たな取組みとしてカーシェア
リング事業を開始した。引き続き指定管理者と連
携しながら、経営状況の改善に努めていく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

232,209

H29 H30 R01 R02

当該値  

平均値 33,330 18,961 16,100 4,836 37,213平均値 12.6 8.9 2.2 △81.0 △25.1平均値 123 103 54 654 2,466

△40.8 △41.4 △80.8当該値 0 0 0 0 0 当該値 △41.8

R02 R03 H29 H30 R01

△1,499 △1,287 △7,518 △34,645△204.8 当該値 △1,296

R03R01

　⑧設備投資見込額について、平均的であり、引
き続き必要な設備更新に対する投資を計画的に実
施していく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は、平成27年度よ
り0となっている。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、令和3年度は新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響が続いているが、前年度よ
り微増している。H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 186.8 184.2 184.2 153.8 163.5平均値 15.8 11.2 6.5 10.1 8.6

R02

平均値 121.3 123.6 121.8 111.3 158.8

0.0 0.0 0.0当該値 97.2 96.6 97.1

R02 R03 H29 H30 R01

128.5 94.7 107.3 2. 資産等の状況について当該値 124.3 118.381.6 52.2 当該値 0.0 0.0

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、前年度より微減し
ており、100%を下回る赤字である。類似施設の平
均値を下回っている。
　④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、前年度
から大幅に減少しており、類似施設の平均値を下
回っている。
　周辺商業施設利用者の変化等が原因であると考
えられる。引続き、経営状況の改善に努めてい
く。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 25 151 300

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01

当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅 無 8,450 ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　新長田駅前駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
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①収益的収支比率(％)
【236.1】
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②他会計補助金比率(％)
【5.2】
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⑪稼働率(％)
【178.5】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【0.8】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【10,906】

該当数値なし 該当数値なし



経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　舞子駅前駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ１ 非設置 駅 無 8,843 ■

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、類似施設の平均値
を下回っているものの、前年度より微増してい
る。
　④売上高GOP比率については前年度より微増、⑤
EBITDAについては大幅に増加しているが、類似施
設の平均値を下回っている。
今後更なる収益構造の改善に努めていきたい。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 立体式 23 167 300

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

232.9 229.3 237.7 2. 資産等の状況について当該値 208.7 228.196.3 104.3 当該値 0.0 0.0

平均値 210.5 245.6 222.3 130.2 136.5

0.0 0.0 0.0当該値 68.3 102.1 103.4

R01

　⑧設備投資見込額については、高額であるが、
必要な設備更新に対する投資を計画的に実施して
いく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は、平成29年度よ
り0となっている

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、直近5年間全て類似施設の平
均値を上回っており、増加傾向にある。
　隣接商業施設への買い物目的での利用が多く、
比較的短時間での利用が多いためと考えられる。
一方、通勤目的の定期量も多く、収益構造悪化の
要因になっていると考えられる。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 138.8 135.3 127.8 105.7 104.3平均値 3.6 3.5 3.1 8.6 4.3

R02R02 R03 H29 H30 R01

1,316 2,099 △2,171 2,551△71.1 当該値 964

R03

平均値 34 36 26 87 7,646

△58.7 △59.0 △78.5当該値 0 0 0 0 0 当該値 △56.9

平均値 18,509 24,379 22,466 4,211 10,653平均値 30.2 30.7 13.5 7.1 5.6

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　稼働率は高く、収益的収支比率についても比較
的安定している。引き続き、指定管理者と連携し
ながら、周辺商業施設に対する営業活動強化やコ
スト削減等により、経営状況の改善に努めてい
く。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

376,543

H29 H30 R01 R02

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

165.9 1,263.5 108.5 136.2    平均値 238.5
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【3,111】
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【10,906】

該当数値なし 該当数値なし



経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　和田岬駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅 無 7,222 ■

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、前年度から微減し
ているが、100％を超える黒字である。
　④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、前年度
から大幅に減少している。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 20 120 300

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

68.1 59.3 62.5 2. 資産等の状況について当該値 77.1 72.1148.9 107.6 当該値 0.0 0.0

平均値 121.3 123.6 121.8 111.3 158.8

0.0 0.0 0.0当該値 29.6 40.7 158.1

R01

　⑧設備投資見込額について、前年度より増加し
ている。今後、必要な設備更新に対する投資を計
画的に実施していく。
　⑩企業債残高対料金収入比率は、平成30年度よ
り0となっている。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について、直近5年間はほぼ横ばいであ
り、類似施設の平均値を下回っている。令和3年度
は新型コロナウイルス感染症拡大の影響が続いて
いるが、前年度より微増している。
　通勤目的の長時間利用車両が多いためと考えら
れる。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 186.8 184.2 184.2 153.8 163.5平均値 15.8 11.2 6.5 10.1 8.6

R02R02 R03 H29 H30 R01

158 14,247 11,943 2,280△3.1 当該値 16,059

R03

平均値 123 103 54 654 2,466

△2.3 33.1 26.4当該値 0 0 0 0 0 当該値 40.7

平均値 33,330 18,961 16,100 4,836 37,213平均値 12.6 8.9 2.2 △81.0 △25.1

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　近隣の企業への通勤・訪問者の利用が多い。今
年度の収益的収支比率は黒字であったが、引き続
き指定管理者と連携しながら、収益の増加及び安
定化を目指していく。0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03

460,832

H29 H30 R01 R02

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 143.8 0.0 0.0当該値      

178.3 163.7 88.0 77.3    平均値 224.0
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【10,906】

該当数値なし 該当数値なし



経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神戸市　神戸駅南駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅 無 10,953 ■

代行制 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率について、類似施設平均値を
下回ってはいるが、100%を超える黒字である。
　④売上高GOP比率については類似施設平均値を大
きく上回っているが、⑤EBITDAについては大きく
下回っている。

H29 H30

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 1 252 300

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

- - 129.0 2. 資産等の状況について当該値 - -- 113.0 当該値 - -

平均値 - - - - 158.8

- - 0.0当該値 - - -

R01

　⑧設備投資見込額について、令和3年度末に移管
された駐車場であるため0であるが、今後、必要な
設備更新に対する投資を計画的に実施していく。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率については100%を上回っており、高い
と考えられる。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 - - - - 163.5平均値 - - - - 8.6

R02R02 R03 H29 H30 R01

- - - 47711.5 当該値 -

R03

平均値 - - - - 2,466

- - -当該値 - - - - 0 当該値 -

平均値 - - - - 37,213平均値 - - - - △25.1

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　今後、指定管理者と連携しながら、収益の増加
及び安定化を目指していく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R03
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当該値    - 0.0

平均値      平均値  
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- - - 77.3    平均値 -
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該当数値なし 該当数値なし



　管渠の多くは、整備から30年未満で耐用年数を
迎えておらず、大きな不具合も出ていないため、
管渠の更新は当面は必要ない。ただ人孔について
は漏水が見られる場合もあるため有収率が低い地
区を中心に調査を行い、随時改修を行う。今後は
処理場を含めたライフサイクルコストを低減する
ため令和元年度に策定した最適整備構想に基づ
き、適切な機能保全対策を講じていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　神戸市の農業集落排水は、地形的要因に加え、
使用料については「市内同一サービス・同一料
金」を原則としており、公共下水道の使用料と同
額としているため、経常的な費用を収益でまかな
うことができていない。また、農業集落排水事業
は一般会計からの繰入金に依存しており、(1)使用
料滞納者に対する対策、(2)水洗化の促進を行い収
益の確保の取り組みを引き続き推進する必要があ
る。また、今後多くの施設が整備後30年を迎え、
機器の更新等が必要になってくるので、計画的に
修繕を行い、機能維持を図ると共に、処理区の統
合についても検討を行っていく。
　農業集落排水事業は、農村環境改善、農業用排
水・公共用水の水質改善に必要不可欠な施設であ
るため、企業会計化の適用をすすめ、経営基盤の
強化を行うとともに、引き続き適正な維持管理に
努めてまいりたい。

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

12,947 4.57 2,833.04 【】 令和3年度全国平均

処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率
　収益的収支比率が100％を割っているのは、平成５年から平成９年に
かけて施設を集中整備した際の地方債が償還期限を迎えていることが
大きな影響を与えている。平成20年度で施設の整備は終了しているの
で、平成29年度には、地方債の償還のピークを迎え、収益的収支比率
は平成30年度以降は改善してきている。また平成30年度は平成24年度
分、令和元年度は平成25～30年度分の消費税の還付金があり収益が大
きくなっていたが、令和２年度以降は、発生しない。令和３年度は他
会計からの繰入金が増えたため、収益的収支比率が増加した。
④企業債残高対事業規模比較
　神戸市の農業集落排水処理施設は、地形的特徴として起伏が多いた
め、汚水を処理場に送るための中継ポンプ場が多く必要である。ま
た、処理水は最終的に瀬戸内海に放流されるため、水質基準が通常よ
りも厳しい。このため神戸市の処理場の設計排水基準も厳しく、高額
の初期費用が必要となり、企業債残高対事業規模比較が高くなってい
る。しかし、企業債の償還が進み令和2年度以降は平均値に近づいてい
る。
⑤経費回収率
　神戸市では「市内同一サービス・同一料金」を原則としており、農
業集落排水の使用料は、公共下水道の使用料と同額としている。しか
し、農業集落排水は公共下水道に比べて、規模も格段に小さく非効率
であり、施設の維持管理に必要な使用料収入を得られていない。この
ため、経費回収率は低くならざるを得ず、不足分は一般会計からの繰
入金を充てている。
⑥汚水処理原価
　中継ポンプ場のメンテナンスや、水質の確保のための処理場運転に
電力費などがかさむため、汚水処理原価が類似団体平均より高くなっ
ている。
⑦施設利用率
　施設利用率は類似団体平均よりも高く、施設の利用状況は比較的良
好であり、規模も適切であると考えられる。
⑧水洗化率
　水洗化率については類似団体平均よりは高くなっている。

資金不足比率(％)

- 該当数値なし 0.85 82.83 1,760

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

1,517,627

処理区域内人口(人)

557.03 2,724.50 ■ 当該団体値（当該値）法非適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00
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0.35
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0.50

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.44 0.04 0.02 0.02 0.01

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 74.84 80.35 84.24 78.52 102.86

平均値
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値

平均値
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50
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0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値

平均値

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 2,360.20 1,663.20 1,635.59 865.68 1,046.66

平均値 684.74 654.92 654.71 783.80 778.81

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 17.90 22.09 21.81 25.52 27.03

平均値 65.33 65.39 65.37 68.11 67.23

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 552.48 451.49 459.13 435.77 417.55

平均値 227.43 230.88 228.99 222.41 228.21

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

59.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 57.43 57.43 54.01 58.34 58.21

平均値 56.01 56.72 54.06 55.26 54.54

88.00

88.50

89.00

89.50

90.00

90.50

91.00

91.50

92.00

92.50

93.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 91.85 92.59 91.04 90.41 90.45

平均値 89.77 90.04 90.11 90.52 90.30

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【786.37】

【86.91】【61.14】【256.97】【60.65】

【0.03】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



58,985,932

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

70.8 平均値 53,351,028 55,620,962 57,155,394 58,042,15355.4 平均値 66.0 67.1 67.9 69.2平均値 52.0 52.5 52.5 54.0

72.9 71.3 72.6 70.8

R01 R02 R03

当該値 33.8 36.5 39.9 42.4 46.7 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

55,401,191 56,033,030 56,818,227 59,451,374 60,741,22573.6 当該値

29.2

2. 老朽化の状況

全体総括

　１．に記載の通り、経常収支比率が100％を上
回ったのは新型コロナウイルス感染症関連補助金
によるものが大きく、医業収支比率は100％を下
回っている。新たに算定可能な項目や加算が期待
できる項目について積極的に検討を行い、医業収
益の確保に取り組むとともに、材料費の削減、効
率的・効果的な業務執行など、費用の削減に取り
組んでいるところであり、今後もより一層の経営
改善を図っていく。H29 H30 R01 R02 R03 H29

49.6 平均値 27.8 28.1 29.2 29.023,244 平均値 48.7 48.3 47.7 51.879,610 平均値平均値 66,228 68,751 70,630 75,766

41.9 41.7 41.1 42.420,767 22,412 24,110 28,079 28,956 当該値

18,393 19,207 20,687 22,637

当該値 97,792 97,091 99,638 110,799 116,730 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和３年度決算においては、新型コロナウイル
ス感染症対応に伴う医療機能の縮小により、医業
収支比率は平均値を下回ったが、同感染症関連補
助金の確保により、経常収支比率は100％を上
回った。神戸市全域の基幹病院として高度医療・
先進医療を提供していることに加え、診療報酬の
特例対応や外来化学療法の増加により、患者１人
１日当たり収益は入院・外来ともに平均値を大き
く上回っている。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 　有形固定資産減価償却率については、平成23年
度に病院建物を新築・移転し、平成28年度に北
館・研修棟を増築、平成29年度には先端医療セン
ター病院の統合、令和２年度には新型コロナウイ
ルス感染症患者専用病棟である臨時病棟の建設に
より、建物を取得したところであり、平均値を下
回っている。
　器械備品減価償却率については、新型コロナウ
イルス感染症対応に伴い整備した機器の減価償却
が進んだこと等から前年に比べ上昇した。

R03 H29 H30 R01

29.6 29.3 29.9 26.1 26.137.6 当該値

平均値 79.9 80.2 79.8 70.6 71.4平均値 34.9 32.6 27.0 34.2 29.2平均値 94.0 94.1 93.7 88.7 90.6平均値 100.1 100.0 99.2 102.9 106.1

当該値 91.5 89.4 89.6 67.4 75.3当該値 0.0 3.1 0.6 0.0 0.098.5 98.0 83.9 89.7当該値 101.0 99.7 99.4 101.0 109.2

Ⅰ 地域において担っている役割
　神戸市全域の基幹病院・救命救急センターとし
て24時間365日の救急医療を提供するとともに、
高度医療・急性期医療を重点的に担い、最後の砦
として市民の生命と健康を守る役割を担ってい
る。
※平成29年11月に先端医療センターを統合し、60
床増床している。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 100.2

- 年度 - 年度 - 年度

- 722

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 101,981 非該当 非該当 ７：１ 722

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 34 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 災 地 8 10 768 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 750 - - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県地方独立行政法人神戸市民病院機構　中央市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)

【67.1】
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②医業収支比率(％)

【86.6】
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①経常収支比率(％)

【106.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【56.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,765,843】
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⑧材料費対医業収益比率(％)

【24.8】
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【56.4】
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50,294,422

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

68.8 平均値 47,082,778 48,918,364 49,696,718 50,234,87354.9 平均値 66.8 68.2 69.4 69.9平均値 50.9 51.9 52.9 54.3

70.0 72.8 72.8 65.2

R01 R02 R03

当該値 48.0 52.3 55.4 55.2 57.9 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

31,742,679 32,530,802 33,123,740 34,180,899 34,942,77767.7 当該値

23.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　１．に記載の通り、経常収支比率が100％を上
回ったのは新型コロナウイルス感染症関連補助金
によるものが大きく、医業収支比率は100％を下
回っている。医業収支比率・経常収支比率を
100％以上にするために、各種加算の算定率向上
や救急車応需件数の増等増収に努めるとともに、
仕様・体制の見直しによる委託費の削減や徹底し
た価格交渉等により費用効率化に取り組んでいる
ところであり、今後もより一層の経営改善を図っ
ていく。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

57.4 平均値 23.9 23.6 24.2 24.116,421 平均値 56.1 56.0 56.2 60.859,838 平均値平均値 50,958 52,405 53,523 57,368

54.3 54.8 53.8 52.914,650 14,947 15,139 15,404 16,621 当該値

13,792 14,290 15,111 15,986

当該値 52,759 53,027 55,246 61,019 64,553 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和３年度決算においては、新型コロナウイル
ス感染症対応に伴う医療機能の縮小により、医業
収支比率は平均値を下回ったが、同感染症関連補
助金の確保により、経常収支比率は100％を上
回った。診療報酬の特例対応や新たな加算の取得
により、入院患者１人１日当たり収益は平均値を
上回るも、外来患者１人１日当たり収益は全国平
均を下回っており、収益確保のためにさらなる向
上が必要である。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 　有形固定資産減価償却率は平均値を上回ってい
る。病院建物は本館は築後22年、北館は築後30年
が経過していることから、維持管理に努めてお
り、今後も建物改修、設備更新を計画的に行って
いくこととしている。
　器械備品減価償却率は、新型コロナウイルス感
染症対応に伴い整備した機器の減価償却が進んだ
こと等から前年に比べ上昇した。

R03 H29 H30 R01

22.6 22.3 22.9 18.4 16.349.5 当該値

平均値 73.5 74.1 74.4 66.5 66.8平均値 80.7 75.9 75.1 83.2 84.6平均値 89.6 89.7 89.3 84.1 86.3平均値 97.0 97.8 97.0 102.4 107.2

当該値 87.9 88.3 88.8 73.5 67.0当該値 3.4 6.6 2.2 0.0 0.090.0 93.0 82.6 80.1当該値 96.1 95.6 98.0 104.3 110.3

Ⅰ 地域において担っている役割
 市街地西部の中核病院として、救急医療・急性
期医療を担い、24時間365日市民の生命と健康を
守る役割を担っている。また、在宅医療支援を含
めた地域社会との連携を図り、地域医療支援病院
としての役割も担っている。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 90.4

- 年度 - 年度 - 年度

- 354

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 28,813 非該当 非該当 ７：１ 354

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 28 対象 透 訓 救 臨 地 輪 - - 358 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 358 - - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県地方独立行政法人神戸市民病院機構　西市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)

【67.1】
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【70.7】
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経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県地方独立行政法人神戸市民病院機構　西神戸医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 非設置 425 - 50 ■

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 30 対象 透 I 訓 ガ 救 臨 が 感 地 輪 - - 475 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 407

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 41,848 非該当 非該当 ７：１ 407

Ⅰ 地域において担っている役割
　神戸西地域における中核病院として、高度医
療・急性期医療・結核医療等を安定的に提供する
とともに、地域医療支援病院として、地域の医療
機関との連携及び支援に取り組んでいる。また、
地域がん連携拠点病院としての役割を担ってい
る。
※平成29年４月に旧神戸市地域医療振興財団から
移管。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 99.1 100.5 97.2 90.1 88.9当該値 103.0 103.6 100.1 100.3 100.2 当該値 86.7 87.7 85.6 75.0 72.8当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値 92.1 92.3 92.4 87.5 89.4平均値 98.7 99.0 99.0 103.9 106.6 平均値 77.0 77.6 77.0 68.4 68.2平均値 40.2 40.4 40.1 40.8 40.4

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和３年度決算においては、新型コロナウイル
ス感染症対応に伴う医療機能の縮小により、医業
収支比率は100％を下回ったが、同感染症関連補
助金の確保等により、経常収支比率は100％を上
回った。診療報酬の特例対応により、入院患者１
人１日当たり収益は平均値を上回るも、外来患者
１人１日当たり収益は平均値を下回っており、収
益確保のためにさらなる向上が必要である。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 　平成29年４月の移管に伴い、設立団体から病院
建物の出資を受けたことで有形固定資産減価償却
率は平均値を下回っている。また、移管以降に機
器等整備を進めたことから器械備品減価償却率は
平均値を下回っている。一方で病院建物について
は築後28年が経過していることから、維持管理に
努めており、今後も建物改修、設備更新を計画的
に行っていくこととしている。

R03 H29 H30 R01

25.3 26.3 27.2 24.7 24.946.6 当該値64,464 65,367 69,185 72,587 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

56.766,386 平均値平均値 56,892 59,108 60,271 63,766

45.8 45.3 46.2 46.714,727 15,392 16,499 17,732 18,965 当該値

15,171 15,887 16,979 18,423

当該値 62,775

23,898,29745.9 当該値

26.3

2. 老朽化の状況

全体総括

　１．に記載の通り、経常収支比率が100％を上
回ったのは新型コロナウイルス感染症関連補助金
等によるものが大きく、医業収支比率は100％を
下回っている。医業収支比率・経常収支比率を
100％以上にするために、新たに算定可能な項目
や加算が期待できる項目について積極的に検討を
行い医業収益の確保に取り組むとともに、業務委
託の内容見直しによる経費の削減や価格交渉によ
る材料費の削減等に取り組んでいるところであ
り、今後もより一層の経営改善を図っていく。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

54.2 平均値 25.4 25.8 26.4 26.219,190 平均値 53.8 53.0 53.0

21.8 29.7 33.9 36.8

R01 R02 R03

当該値 8.3 15.2 20.8 26.2 32.7 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

16,545,758 18,354,263 20,229,455 22,530,943

50,098,024

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

69.7 平均値 45,729,936 47,442,477 48,164,556 49,637,38258.5 平均値 68.4 69.3 71.1 69.8平均値 52.7 53.7 56.4 56.8
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【59,287】



47,725,874

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

71.5 平均値 44,571,078 45,346,697 44,774,257 46,069,36656.9 平均値 68.9 70.2 72.0 72.3平均値 52.8 54.2 55.4 57.6

20.8 38.5 55.8 61.0

R01 R02 R03

当該値 4.6 11.4 18.1 23.4 26.1 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

116,731,233 118,040,667 118,701,167 120,920,933 134,245,06766.9 当該値

14.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　新型コロナウイルス感染症拡大による影響があ
りながらも４年連続で経常黒字を確保しており、
各種指標も良好に推移している。
　引き続き安定的に黒字が確保できるよう、手術
件数の増等による増収や価格交渉による材料費の
削減等費用の適正化に取り組んでいるところであ
り、今後もより一層の経営改善を図っていく。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

84.5 平均値 17.4 16.0 16.0 15.99,068 平均値 81.1 81.6 80.1 87.129,802 平均値平均値 25,136 26,485 27,761 29,162

51.3 32.9 31.0 32.117,715 18,714 19,828 21,444 22,390 当該値

8,023 8,109 8,307 8,904

当該値 85,049 91,899 99,511 86,321 86,586 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和３年度決算においては、新型コロナウイル
ス感染症の影響が継続する中で療養環境への十分
な配慮のもと、手術枠の見直し等増収に取り組み
医業収支比率は100％を上回った。
　入院患者１人１日当たり収益及び外来患者１人
１日当たり収益のいずれも前年を上回っており、
経常収支比率は前年を上回る105.4％となった。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 　平成29年12月の開院時に新たに建物、医療機器
等を整備したことから、有形固定資産減価償却率
及び器械備品減価償却率ともに平均値を下回って
いる。

R03 H29 H30 R01

31.2 29.8 28.6 25.3 29.631.9 当該値

平均値 62.3 59.4 61.4 55.9 56.5平均値 106.0 118.7 121.7 132.3 141.6平均値 67.7 66.8 67.8 65.0 67.6平均値 94.8 96.1 96.7 98.0 101.9

当該値 62.4 74.7 74.9 67.3 78.0当該値 43.4 0.0 0.0 0.0 0.095.0 102.0 98.4 103.7当該値 70.5 101.2 106.1 100.4 105.4

Ⅰ 地域において担っている役割
　眼科専門病院として、標準医療から最先端の高
度医療まで地域医療を高い水準で担うとともに、
眼疾患に係る治験・臨床研究を推進する。また、
重篤な眼疾患から社会生活への復帰を支援するワ
ンストップセンターとしての役割を担っている。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 65.0

- 年度 - 年度 - 年度

- 28

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 5,059 非該当 非該当 １０：１ 28

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 1 - - - - - 30 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 30 - - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県地方独立行政法人神戸市民病院機構　アイセンター病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県　阪神水道企業団

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 用水供給事業 B その他 - - - ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　経営状況についてはおおむね改善傾向にあるも
のの、人口減少等により水需要が低下する中で、
施設の老朽化や、災害リスク対策等に係る財政需
要への対応等が課題となっている。
　これらの課題に適切に対応し、今後も安全な水
の安定供給を持続していくため、「経営戦略
2020」に掲げる各種施策を推進していくこととし
ている。

5,947.98 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 73.79 99.91 0 2,774,912

全体総括

466.53

　当企業団は、昭和11年の設立以降、発展を続け
る構成市の水需要に対応し、安定供給を確保する
ため、拡張事業や水源開発事業などの大規模な投
資を進めてきたが、それらの財源として、企業債
や内部留保資金を活用し、長期に渡って投資を回
収する方針の下、構成市の受水費負担の軽減、平
準化に努めてきた。
　このような背景から、特に②累積欠損金比率が
平均値を大きく上回っていたが、職員数の削減、
高金利企業債の繰上償還等による費用削減、資産
の有効活用等による収益確保策などの経営改善策
に取り組んだ結果、数値は年々改善し、平均値を
下回ることができた。①経常収支比率については
前年度同様平均値を上回り、⑥給水原価について
は平均値を下回り、⑤料金回収率については100%
を超えている。なお、③流動比率については平均
値よりは低いものの、前年度同様150％を上回って
おり、短期的な支払能力には問題はない。
　④企業債残高対給水収益比率については、企業
債の繰上償還や新たな借入の抑制に努めた結果、
平均値を下回ることができている。
　⑦施設利用率については、水需要の減少等によ
り平均値を下回っているが、予備力を活用するこ
とにより構造物及び管路の更新を進めている。
　なお、⑧有収率が100％を上回っているのは、当
企業団が責任水量制を採用しており、給水収益の
基礎となる分賦基本水量（＝有収水量）が実績給
水量を上回っているためである。

2. 老朽化の状況について

　当企業団は、設立が昭和11年と古いこともあ
り、①有形固定資産減価償却率が平均より高く
なっている。②管路経年化率は計画的に更新を進
めることにより今年度も平均より低くなってい
る。
　③管路更新率については、当企業団の管路は口
径が大きいものが多いため、更新工事の工期が複
数年に渡ることや、更新工事に伴う断水の影響が
大きいことから、指標値を一定にすることは困難
であるが、施設整備計画を策定し、これに基づき
計画的に更新を進めることにより、管路の強靭化
に努めている。

2. 老朽化の状況

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.41 0.24 0.49 0.41 0.08

平均値 0.27 0.24 0.20 0.32 0.28

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 111.40 113.44 116.78 118.34 119.08

平均値 114.26 112.98 112.91 111.13 112.49

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

59.00

60.00

61.00

62.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 55.99 57.57 58.89 60.17 60.85

平均値 54.73 55.77 56.48 57.50 58.52

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 28.76 29.11 27.79 28.01 28.36

平均値 22.46 25.84 27.61 30.30 31.74

①経常収支比率(％)

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 68.02 54.79 39.13 23.84 6.82

平均値 10.58 10.49 9.92 12.29 8.77

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 122.03 156.86 162.39 167.08 203.42

平均値 243.44 258.49 271.10 284.45 309.23

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 289.61 263.88 236.48 219.14 196.71

平均値 303.26 290.31 272.96 260.96 240.07

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 111.02 113.22 116.69 118.31 119.11

平均値 114.14 112.83 112.84 110.77 112.35

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 55.50 54.72 53.28 50.82 50.38

平均値 73.03 73.86 73.85 73.18 73.05

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

59.00

60.00

61.00

62.00

63.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 58.06 58.19 58.04 56.73 56.14

平均値 62.19 61.77 61.69 62.26 62.22

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 105.43 104.60 104.88 107.90 109.05

平均値 100.05 100.08 100.00 100.16 100.28
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【112.49】 【8.77】 【309.23】 【240.07】
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